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る 一冊の 中には PLATON, SYMRDSION と 書いて 

ある。 二人の 目 は 意味 もな く 前の 方 を 見て ゐる。 その 

視線 は 丁度 ベンチの 木理の 上 を 這って ゐるー 疋の蠅 の 

跡 を 追って ゐ るので ある。 

一 一人 は 目 を 見合せ た。 

アンナ は 溜息 を衝 いた。 

フリッツ は そっと 保護す る やうに、 臂を 娘の 背に 廻 

して 抱いて 云った。 「逃げられ ると 好い の だが ね。」 

アンナ は 少年の 顔 を 見た。 そして 少年の 目の 中に 赫 

いて ゐる あこがれに 気が付いた。 

娘が 伏目に なって 顔 を 赤く して ゐ ると、 少年が 囁い 



机の 上の ラテンの 筆記帳の 上に は、 小さい 手紙が 一 

本 ある。 それ を 取り上げて、 覚束ない、 ちらつく 蠟燭 

の 火で 読んで 見る と、 こんな 事が 書いて ある。 

「何もかも 知られて しま ひました の。 だから この 手紙 

は、 わたくし 泣ながら 書きます。 お 父う 様 はわた くし 

を 打ちました。 わたくし どうしようかと 思 ひます わ。 

もう とても 外へ 一 人で なんか 出しません。 あなたの 仰 

やった 通り だと 思 ひます。 御 一 しょに 逃げ ませう ね。 

アメリカへ でも 好い し、 その外 どこでも、 あなたのお 

好きな 所へ 参ります わ。 わたくし あすの 朝 六 時に 

ス テェシ ヨン 

停車場 に 参って ゐ ます。 六 時に 出 る 汽車が ， 、- /ざい ま す。 



顔 をして ゐる 下等 社会の 男女 も ある。 

茶色の ジャ ケッは どこに も 見えない。 

駅夫が どこかの 待合室 を視 いて、 なんとか 地名 を 呼 

んだ。 そしてが らん/ \ と、 けた、 ましく 鐸を 振った。 

それから 同じ 地名 を、 近い 所で 呼んだ。 それから 又プ 

ラッ トフ ォォム へ 出て、 もう 一度 同じ 地名 を 呼んだ。 

厭な 鐸の 音が 反復して 聞え る。 

くびす めぐ 

フリッツ は 踵を旋 らして、 ポッケ ットに 両手 を 入 

れた 儘、 ぶらく 広場へ 戻って 来た。 心中 非常に 満足 

して、 凱歌 を 奏する やうに、 「茶色の ジャ ケッは どこに 

も 見えない」 と 思って 見た。 「来ない に は 極まって ゐる。 
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